


46606940 6940

5
5
0
0

Y1

Y2

5
0
0

5
0
0

500

1
5
0

200

1
8
0

7
0

1
1
0 4
5
0

450

180

110 70

1
9
0
0

1
7
0
0

1
9
0
0

180

450

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

18540

2280 2330 2330 2330 2330 2330 2330 2280

束石コンクリート

5
4
7
0

1
5

1
5

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
間

隔

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔

80 2070 130 130 2602070 2602070 2602070 2602070 2602070 2602070 802070
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間隔

450

4
5
0

基礎伏図　1：60

床下換気口
SUS製H120xW490 SUS製網付

+425

+410

±0

1
4
7
0

2
2
5

(・7.31)

150 600

1
0
0
0

1
5
0

3130 100
900

1
4
0
0

2
5
0

250

①

8
5
0

2350

①

(・7.31)

詳細図　1：30

1
4
3

▽FL

3
0
74
5
0

1470

4
1
0

4
0

2
0
5

2
0
5

▽7.31　GL

5
7
0

1
5
0

1
5
0

5
0

2
2
03
0
0

450

650

180 225

1
7
0

1
0
02
7
0

1
0
0

1
0
0

200

※

3
0
0

※

▽7.04　現況地盤

X4

1
0
0

1
0
0

120 30
1
3
5
0

9
0
0

600

1
8
0

2
0
0

2
7
0

3
0
0

450

150

※

4
5
0

70110
D16

D13

2-D10

D10＠200

D10＠200

D16

D10＠200
D13

D13

D10＠200
D13

D10＠200

D13

D13

D10＠200

D10＠200

階段基礎廻り　1：30
足洗場廻り　1：30

外周布基礎廻り　1：30

図面名称 図　示

工事箇所

路線名

4南　国　市事務所名 番　号

縮尺

図　面
設計種別

工事名

南国市　篠原

実　施　図

篠原土地区画整理事業　事務所撤去工事

南　国　市

2

平面図,詳細図
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記号 寸　法 深　さ 蓋
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Ｓ

浄化槽ブロアー位置

雨水排水桝リスト

注)桝深さは基準GL(造成レベル7.31 FL-450)よりの深さとする

衛生設備撤去　　平面図　　Ｓ＝１：１００

布基礎貫通部を示す

布基礎貫通部を示す×2ヶ所

合併処理浄化槽ＪＩＳ５人槽

（別図参照）

ＧＬ＋３．０ｍ

Ｕ字側溝へ接続ハツリ補修×３ヶ所

床下配管 床下配管

注)桝深さは基準GL(造成レベル7.31 FL-450)よりの深さとする、塩ビ桝及び配管の一部はGLより突出するが可とする

　　塩ビ製蓋はターンアップ式としφ150以上はクサリ付とする

- 100

- 110

- 120

100 150 1/100

記号
規　　　　格

タイプ 本管径 桝　径

深　さ 配管勾配
ビニマス用蓋 備　　　　考
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〃

(基準GL) (以上)

〃

〃

90Y 100 150

- 125

塩ビ製蓋Φ150

〃

〃〃 〃〃

〃 〃〃

〃

塩化ビニル製インバート桝リスト

〃〃

〃〃〃〃〃

E

F

ST 100 150 - 130

- 255

市販品桝　泥溜り

　　〃　　　〃

7.31

造成ﾚﾍﾞﾙ

F E

水路へ接続ハツリ補修×2ヶ所

２０

２
０

量水器以降の配管を本工事とする

自転車置場
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平面図

合併浄化槽　上下水道管　平面図
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主筋方向

放流管底

送風機　平断面図

ＡＰ－５０

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０ Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０

　

   

   

　

処理計画人員　

処理計画汚水量

人

ｍ
３

／ 日

５

仕　　　　様　　　　表

ＢＯＤ　 200ｍｇ/Ｌ

ＣＯＤ　 100ｍｇ/Ｌ

ＳＳ　　 160ｍｇ/Ｌ

ＴーＮ 　 45ｍｇ/Ｌ

ＢＯＤ　　20ｍｇ/Ｌ

ＴーＮ　　20ｍｇ/Ｌ

ＣＯＤ　　30ｍｇ/Ｌ

ＳＳ　　　20ｍｇ/Ｌ

除去率90％放流水質

流入水質

処理方式　　　

有　効　容　量 ｍ３

担体流動槽

消毒槽

電気機器仕様

送風機 1台

注記

コンクリート強度：Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ　とする。

開口部補強筋を設けること。

臭突工事は、処理槽工事外とする。

臭突横引き配管は、上り勾配施工とする。

流入・放流配管は、処理槽工事外とする。

処理槽流入部付近に給水栓を設けること。但し、処理槽工事外とする。

本図は、嵩上げ材Ｈ＝３００ｍｍを設置した図面となります。

２

固液分離型流量調整付担体流動循環方式

汚 泥 貯 留 槽

ピークカット部

１．０７１

０．０９８

０．３８９

０．１４５

０．０２１

１００Ｖ－単相－２８Ｗ

沈殿槽

１．０

分類 合併処理

マンホールは、ＦＲＰ製とする。

使用し、板上面４カ所のキャップを取り除き、指定のアイボルトをしっかり

取り付けて必ず４点吊りで行ってください。

Ｄマット吊り込み作業はユニック車、クレーン車等吊り上げ専用の重機を

Ｄマット吊り込み作業中は危険ですので、絶対にＤマットの下に入らないでください。

スラブ荷重は、Ｔ－２とする。

φ13

Ａ

流入

担体流動室汚泥貯留槽

沈殿槽

φ１００

消毒槽

臭突管 ブロワより

汚泥貯留槽

W.LW.L

嫌気濃縮汚泥床部

固液分離部

ピークカット部

消毒槽

担体流動室

緩担体流動室

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

φ13

担体

流動室

緩担体

流動室

沈殿槽

W.L

Ａ

Ｂ

Ｂ

φ１００

流入管

臭突管

φ６５

　　φ４０
循環水移送管

φ６５
緩担体流動室

放流管

H.W.L

L.W.L

散気管
間欠定量移送装置

エアリフトポンプ
　φ４０

散気管

G.L

ＦＳ１

Ｓ１

主筋Ｄ１０―２００＠シングル　

副筋Ｄ１０―２００＠シングル　

Ｇ．Ｌ

G.L

Ｄマット　

流入管底

マンホール

２－φ６００

平　面　図 Ｂ－Ｂ断面配筋図

頂版開口図

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

放流
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詳細図

合併浄化槽詳細図


